
ダブルカラーや暖色系・寒色系・塩基性カラーの違い、 ダブルチップ、 チップバタフライの技法。
ブリーチの基礎知識とリフトスピードの違いなど、 ヘアカラーの基本を学ぶための

基礎知識をブラッシュアップしました！

ブリーチオンカラーに対応した
基礎テクニックがさらに充実 !!
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今のサロンニーズに欠かせないカラー技術が新たに加わり、少し分厚くなった
「新ヘアカラー入門　改訂版」。ヘアカラーの基本が学べる、おさらいができる技術書として、

サロンにぜひ 1 冊！

　2016年に発売以来、ヘアカラー技術の入門書として
圧倒的な支持を得ている「新ヘアカラー入門」の改訂
版が発売されます。
　今回の改定では「ブリーチの2タッチリタッチ」や「ダ
ブルカラー」「アフタートナー」など、ブリーチオンカ

ラーに対応する技術や知識が多数追加されています。
　また「ダブルチップ」や「チップバタフライ」等、
ハイライト技術のバリエーションも追加。今回からは
15 レベルと共に 20 レベルのレベルスケールも掲載し
ています。

049048

2
Chapter

基礎
テクニック

1 2

34

4 1

32

21

1 2

34

4 1

32

21

［ブリーチの2タッチ・リタッチ］

P46の「ブリーチのリタッチ」は
基本的に根元新生部が3センチ
以下で「ワンタッチでリタッす
る」技術です。根元新生部が4～5
センチ以上となるとワンタッチ
のリタッチではムラになりやす
く（根元は明るくなるが、中間が
暗い、など）、2段階でのリタッ
チ＝「2タッチ・リタッチ」が必要
となります。

ブリーチの
2タッチ・リタッチとは？ 分

サイドセクション に移る
前に、 のトップにペーパーを貼
る（逆サイドが重なって、薬剤がつ
くことを防ぐため）。

逆側にパネルを重ねなが
ら、サイド の塗布も終了。根元
に入る前に、温度が上がりやすい
部分（赤囲み）取り分けておく。
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10で取り分けたセクション
を残して、バックとサイドの塗布
終了。

再度ペーパーを挟む。

バックセクション の上か
ら、根元ギリギリにブリーチ剤を
置き、デバイディングラインまで伸
ばして留める。

最後に残しておいたトップ
の根元も同様に塗布していく。

全頭チェックも終了した 
状態。

ブリーチ剤が足りない場合
は、置くように乗せて追加。

全体の塗布が終了。

同様に、裏側からも根元ギリ
ギリに塗布。

0分後、全頭のクロスチェック
を行いながら、ペーパーを挟んでい
く。抜け切れていない部分を発見い
た場合は、再塗布（追いブリーチ）。

パネルの厚みがある個所
は、端側からも塗布。このまま下
に向かって、ネープまで塗布す
る。

抜けていない部分にピンポ
イントでブリーチ剤を置く。

両サイドセクションも同様に
塗布していく。
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15バックセクション のネー
プから横スライスを取りオンベー
スに引き出す。根元1センチ空け
てブリーチ剤を塗布。

のバックセクションも塗
り終わったら、 のサイドセク
ションに移る。ここも根元1セン
チ空けて、同様に塗布。

デバイディングラインまで伸
ばす（デバイディングラインでぴっ
たりと留める）。

サイドも同様に塗布。上の
セクションになっても、しっかり
とオンベースをキープしたまま
塗布する。

同様に裏側からも塗布す
る。この要領で、上のセクション
に向かって進む。

バックセクション と 、サ
イドセクション の塗り終わり。

面積が広い部分は、左右2つ
にパネルを分けて、同様に塗布す
る。バックセクション のアン
ダーの塗り終わり。

上まで同様に進むが、上に
なるほどパネルをしっかり引き上
げないと、デバイディングライン上
にズレが生じるので注意。

センターとイア・トゥ・イアで4つ
にブロッキングする。

根元新生部5センチ。既染部は14
レベル毛を想定したミディアム。
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■ Before

■ Technique■スライス線と塗布手順

毛先から中間はP.29のパターンB、根元はP.29のパターンD、クロス
チェックはP.29のパターンEのスライスを取る。

■ Sectioning

ワンメイクとリタッチ
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［アフタートナー（暖色系）］ ［アフタートナー（寒色系）］

P29のパターンBのスライスを取る。 P29のパターンBのスライスを取る。

ドライ状態で、バックセンター、
イア・トゥ・イアで分ける4セク
ションを取る。

タオルドライ後のウェット状態
で、バックセンター、イア・トゥ・
イアで大まかに分けた4セクショ
ンを取る。

〇レベルのベースに、深さ〇セン
チ、幅〇センチ、間隔〇センチで
〇レベルのハイライトを、ハーフ
ヘッドで入れた状態。

P66と同様、〇レベルのベースに、
深さ〇センチ、幅〇センチ、間隔
〇センチで〇レベルのハイライ
トを、ハーフヘッドで入れた状
態。

4つに分けたセクションの
パート際の根元2～3センチ分に、
アルカリカラーの暖色系を塗布。
ムラなくたっぷりと塗る。

まず4セクションに分けた、
パート際の根元２～３センチ分か
らスタート。アルカリカラーの寒色
系を塗布していく。

パート際すべてに塗布した
後、フェイスラインを残してサイ
ドの根元を → → → の
順で進む。

フェイスラインの1線を残
し、サイド4→3の根元もフロント
側まで同様に塗布。

残しておいた、顔周りの根
元へと進む。

バック1→2の根元も同様に
塗布。
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06 最後に毛先を → →
→ の順で塗布。

全頭の塗布が終了（ハーフ
ヘッドのウィービングなので、ア
ンダーは塗布しない）。

07 06 サイドの中間部を4→3の順
で塗布。バックの中間部も2→1の
順で塗布。

最後に、毛先まで4→3→2→1
の順ですべて塗布していく。反応
が早い寒色系は、ここまでを10分
以内に行うことが目安。

07すべての根元を塗り終わっ
たら、中間部を3→4→1→2の順で
塗布する。

04 フェイスラインの1線を残
し、すべての根元を塗布し終わっ
た状態。

04すべての中間部を塗布。05 残していたフェイスライン
際の根元を塗布。
05

■ Sectioning ■ Sectioning■ Before ■ Before

■ Technique ■ Technique

ウィービングハイライトを入れ
た後に色を被せるアフタート
ナー（ここではセット面での施
術）は、P50～53のダブルカラー
と同様に、暖色系、寒色系、塩基性
で注意点が異なります。ここでは
まず、ドライで塗布するアルカ
リカラーの暖色系のアフタート
ナーについて説明します。

アフタートナーでアルカリカ
ラーの寒色系の色を被せる場合
も、注意点はP51のダブルカラー

（寒色系）と同様です。暖色系と
は逆のウェット 状態から塗布し
ます。寒色系 は反応スピードが
速いので、ドライでは毛先だけ
沈むなど 色ムラができやすいた
めです 。

アフタートナー（暖色系）
とは？

アフタートナー（寒色系）
とは？10 10

ウィービングとスライシング
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その他のホイルワーク
ウィービングとスライシング以外にも、カラーデザインのためのホイルワークは多数あります。ここからは覚えてお
きたいホイルワークのテクニックをご紹介。マスターすれば、デザイン表現の幅が広がります。またトナーも含めた乳
化のテクニックの注意点も解説していきます。

>>>P.80 バタフライチップ >>>P.82 ダブルチップ >>>P.84 チップバタフライ >>>P.84 バレイヤージュ

バタフライチップ ダブルチップ チップバタフライ バレイヤージュ
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レベル
スケール
と色の
基礎知識

10レベル → 10.5レベル
11レベル → 11.5レベル
12レベル → 12.5レベル
13レベル → 13.5レベル
14レベル → 15.5レベル
15レベル →1 7.5レベル

レベルスケールとアンダートーン

黒髪～暗い茶と認識される領域。日本人の地毛はこの領域
が大多数を占めます。ヘアカラーの場合、色味はほぼ発色せ
ず、また褪色してもごくわずかしか明るくなりません。

15レベルを20レベルに換算すると…
4レベル → 4.5レベル
5レベル → 5.5レベル
6レベル → 6.5レベル
7レベル → 7.5レベル
8レベル → 8.5レベル
9レベル → 9.5レベル

レッド～レッドオレンジ味を感じるブラウンの領域。ほとんどの
日本人がこの領域からのヘアカラーとなります。毛髪内にメラニ
ン色素が多く残っているので、暖色系は出しやすいのですが、寒色
系は沈んで濁った色に発色しがちです。

オレンジ～イエローオレンジイ味を感じる領域。赤の色素が分解
され始め、彩度の高いイエローが残るため、中明度ではオレンジが
かったブラウン、高明度ではイエローオレンジの印象に。寒色系は
発色しやすい領域ですが、暖色系は赤味が足りず適正な色味が出
にくくなり、色素補正が必要となることも。

イエローからホワイトに向かう領域。赤味がなくなるため、暖色系
の発色には色素補正が必要です。また寒色系も青味や緑味が強く
発色し過ぎる場合は、色素補正が必要になることがあります。白に
近づくに比例してポーラス毛に近づくことになるので、慎重な扱
いが必要となる領域です。

近年のブリーチオンカラー、ハイトーンカラーブームの中で、さらに細分化され、高レベル（ホワ
イト）まで示されるようになったのが、こちらの「20レベルスケール」です。ブリーチ技術やハイ
トーンカラーの表現では、こちらの「20レベルスケール」を使用することが多くなっています。
前ページの「15レベルスケール」との比較は、ページ下を参照にしてください。
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低明度

レッド味を感じる領域ブルー味を感じる領域

中明度低中明度

レッドオレンジ味を感じる領域 オレンジ味を感じる領域 イエローオレンジ味
を感じる領域

高明度中高明度

イエローを感じる領域 ペール
イエロー ホワイト
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 20レベルスケール

 15レベルスケールとの比較

20レベル
スケール

さまざまな
ホイル
ワーク

ブリーチの
2タッチ・
リタッチ

アフター
トナー

 「新ヘアカラー入門」を、

令和版にアップデートしました！

and more...

新たに追加されたラインナップ例
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